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ロゴスの受肉

調和主義の瞑想。調和的なミクロコスムになることが本質的に何であるかについての考察。参照：存在の状態、人間存在、調和実在論、徳、調和の輪、英雄の道。



行為よりも存在を優位に置くことは基礎を定める。瞑想的な状態は、クッションの上で培養される特別な様式ではなく、人間の人生の標準的なレジスターとしてあるべきものである。目を開いた瞬間に失われるのではなく。この論文は主張を外側へ拡張する――一日のあらゆる時間に、調和の輪のあらゆる領域に。培養された存在の状態がもはや形式的な実践の境界で一時停止されず、人生の全体的な建築を飽和させるとき、それはどのように見えるだろうか。本質的に何であるだろうか。存在感が身体を姿勢と呼吸として走り抜け、物質を管理として走り抜け、奉仕を正確に釣り合った言葉として走り抜け、関係をそれを共有する者たちを方向付ける場として走り抜け、学習と自然と喜びを同じ定着した基盤の継続的な表現として走り抜けるとき？より正確には、ロゴスが特定の人間の形態に完全に住居を取ったとき、それはどのように見えるだろうか？

これは調和主義が最も自然に語るレジスター――教育的というより形而上学的、規範的というより記述的である。人がこの統合に至る方法の発展的説明は他の場所にある：英雄の道の中に、徳の中に、調和の道の完全な螺旋の中に、数十年にわたって輪の八つの領域を通じて。ここでの問いは本質的である。その統合が達成されたものではなく構造的なものになるほど十分に進んだ人間存在は、本質的に何であるだろうか？答えは調和主義者の主張から始まる――人間存在は調和的なミクロコスムである。宇宙秩序をその固有の形態の中に反映するよう構造的に設計された、宇宙の局所的な配置である。ほとんどの人間はその設計された能力のごく一部で動作し、内部の不調和を抱えており、反映を歪める。統合された存在は、その完全な設計にほぼ近い方向で機能するミクロコスムである。そしてその設計が完全性に近づくとき、ある特定の事柄が成り立つようになる――比喩的ではなく、詩的ではなく、その存在が今や本質的に何であり、人生の全波長にわたって今どのように動作しているかについての本質的事実として。




身体を証拠とする

統合の最初かつ最も具体的な署名は身体である。かつて健康へと規律付けられるべき身体であったものが、その健康が単に存在感の自然な結果である身体になる。統合された存在は、食欲が必要性と一致したために自分たちを維持するものを食べる。神経系が潜在的な激動を解決したために深く眠る。意識が地球と信義を保つ方法が運動であるため動く。浅い不安が課す速度ではなく、生体が実際に必要とする速度で呼吸する。有機体の臓器系は、未処理の感情や統合されない恐怖の微小な緊張に保持されなくなり、その設計されたパラメーターにより近い距離で動作し始める。消化が落ち着く。ホルモン周期が安定する。休止時の顔は用心深いのではなく、くつろいでいる。

これは健康養生の結果ではなく、その存在は確かに身体を注意深く管理する。それは解決された内部の下流の事実である。中国医学の伝統は、このものの成熟した表現を神の身体――精神が降下し安定した身体、目の質、皮膚の色、形態の挙動に見える――と呼んだ。ベーダの伝統は、実現された存在を物理的形態により認識可能なものとして語った。超自然的な特徴ではなく、明らかな生体がもはやそれ自体と戦っていない落ち着きによってである。身体は証拠になる。存在が、存在がない署名をまだ身体が保持している間に、完全な統合を主張することはできない――緊張、補償、無視された臓器系の遅い侵食。身体は基本的な真実である。他のすべては実行可能である。身体は実行不可能である。身体が時間とともに表示するものは、その存在が実際に何であるかである。

これは健康の輪を周辺的な関心事ではなく証拠的なものにする。睡眠、水分補給、栄養、運動、回復、および蓄積された負担の遅い浄化は、内部の仕事と競合する別々の課題ではない。それらは内部の仕事の物理的な顔である。その存在が真に彼らの人生を飽和させた存在は、それを反映する身体を持つであろう。存在が未だ飽和していない存在は、統合されていないあらゆる地域を記録する身体を持つであろう。





言葉の不浸透性

二番目の署名は言葉の質である。トルテック伝統は言葉の不浸透性――これを正確に名付け、統合された存在が努力なしに表示する何かを指定する。漏れない言葉。隠された議題を運ばず、微妙な操作も、話者の地位の微妙な膨張も、聞き手の地位の低下もない。言葉は機会に釣り合った――状況が実際に要求するより多くもなく、少なくもない。統合された存在は沈黙を埋めるためにかき立てられていない、要求されていない意見を提供する、議論に勝つ、または徳を示す。彼らが話すとき、言葉は内容の解析が完了する前に、言葉が真実を運ぶため、真実が聞き手に登録するため、重みをもって着地する。

これは存在が実行する規律ではない。それは彼らが何になったかの自然な結果である。内部が統一された存在は、言葉で歪める理由を持たない。通常の人間通信を特徴付ける微小な漏出――小さな誇張、反射的な政治化、一日に百の言葉の腐敗に蓄積する微小な不誠実さ――それらが生じた基質が溶解したため、単に停止する。守るべき何も、膨張させるべき何も、隠すべき何も残っていない。残るのは言葉としての明確化：現実を聞き手に明らかにさせるのに役立つ言葉、操作も、へつらいも、実行も行わない言葉、時には切り、時には慰め、常に瞬間が要求するものに釣り合った言葉。

ほとんどの人間相互作用が言葉で行われるため、統合された存在は、その言葉の奇妙な質を通じて最初に認識されることが多い。彼らと話をする人々は、彼ら自身の考えでより明確になることに気付く。議論は非生産的に循環していた質問を解決する。位置は説得を通じてではなく、定着した話者の定着した言葉の伝染を通じて軟化する。これは奉仕の輪のコミュニケーションと影響の柱が完全な形に到達すること――他者に対する権力としての影響ではなく、ロゴスが一つの人間の口を通じて人間関係の場に表現されることとしてである。





行為ウーウェイとして

第三の署名は、行為がどのように生じるかの中にある。前に緊張であったもの――正しく行動する意図的な決定、より低い衝動を克服するための意志力、学んだことを思い出すための努力――はもはや必要ではない。行動は有機体の解決された本質から直接生じる。道教の用語無為は正確な現象を名付ける：強制されない行為の行為、水がその道を見つけることの努力ない精度。状況が拒絶を呼び出すとき、拒絶は躊躇なしに生じる。それが寛大さを呼び出すとき、寛大さは計算なしに生じる。それが沈黙を呼び出すとき、沈黙は統合されていない存在で沈黙が生み出す不快感なしに保持する。

これは受動性ではなく、無為現象の最も一般的な誤読である。緊張の不在は行動の不在ではない。統合された存在は、多くの場合、世界で目覚ましく、正確かつ効果的である――彼らは行う必要があることを行い、しばしば他の人々が打ち出されていることに気付く速度と品質で。不在であるのは、独立した自己が結果を指向しようとしているときの行動に通常付随する後続の乱流のみである。行動は生じ、それ自体を完成し、解放する。自己賞賛、思索、または後悔の余韻がない。次の瞬間はきれいに生じる。バガヴァッド・ギーターのカルマ・ヨーガ ――果実への執着なしに提供された行為――は内部経済を説明する。しかし、外部の署名は単にこれである：物事が行われる、しばしば注目すべき品質で、見える努力なしに。

この署名は奉仕の輪を飽和させるが、それを超えて拡張する。物質の輪では、所有物、金銭、家に対する存在の関係は管理になる――各物体とリソースが正しい釣り合いで扱われ、蓄積もされず、消散もされない。自然では、生きた世界との相互作用は敬虔になる――存在は生態系に参加し、それを搾取しない。遊びでは、遊びは空虚からの気晴らしではなく充実から生じる。輪が名付けるあらゆる領域は、同じ質の関与を受け取る：行為と行為者の分離なしの行為。





存在感を場として

第四の署名は最も容易に誤解される可能性があり、最も特定できるものの中にある。統合された存在の存在感は場を構成する――他者が方向付ける空間の領域――そして、それに入る者は、多くの場合、なぜであるかを知らずに、測定可能に影響を受ける。

これはカリスマではない。カリスマは強制する。それは注意をカリスマ的人物に向け、それを保持する。重力効果の一種により、カリスマ的人物の近くの人々を曇らせる傾向がある。統合された存在の場はその反対を行う。それは明確にする。存在の存在感にある人々は、より良い決定をする、より首尾よく考える、彼ら自身のより深い基盤をより容易にアクセスできるように感じる。部屋での議論は柔らかくなる。存在が必ずしも話さなくても緊張は解決する。子どもたちは異なる行動をする。動物は方向付ける。その存在と時間を過ごす者は、その後、その存在に感銘を受けたのではなく、その存在の存在の中で彼ら自身がより多くなったと報告する。

インド伝統はこの現象をダルシャン ――実現された存在の単なる存在への変容的な露出――と呼んだ。アンデス伝統は、発光する身体は他の身体を発光に向かって訓練する質について語る。キリスト教神秘的伝統は、聖性を特性ではなく場として語る。現象は繰り返され名付けられてきた。それは繰り返され観察されるためである。それは調和実在論が明確にする本質的基礎を持つ：宇宙は調和的な配置が彼らの場で調和を伝播するよう構造化されている。ちょうど、よく調べられた弦が隣接した弦を同じ周波数で振動させるようにである。統合された人間存在は、まさにそのような配置である――宇宙秩序が完全な表現に近づいた、ミクロコスム――そして、彼ら周辺の場は、その内部が運ぶものをもたらす。異なる流れは秩序に来る。不協和音は解決する。これは魔法ではない。これは、ロゴスが十分な住居を取った形を通じて表現されるロゴスの物理学である。

これは関係の輪が調和主義の理解において非常に重要である最も深い理由である。関係は、統合された存在の統合が世界で仕事をする主要な媒体である。カップル、家族、友人、コミュニティ、瞬間に出会った見知らぬ人――各関係は、場が表現され、別の存在が露出を与えられる場所である。統合された存在は、主に指導を通じて教えない。統合された存在は存在を通じて教える。そして、この本質的な感覚での存在は、大気や気分ではない。それは調和的に組織されたミクロコスムの実際の物理学が、他のミクロコスムの場で動作している。





完全なミクロコスム

これらの署名をまとめて、それらを組織する本質的な主張が見える。統合が十分に進んだ人間存在は、特定の徳的特性を獲得した人ではない。彼らは、宇宙秩序が完全な表現を取るにまで近づいた宇宙の特定の局所的な配置である。身体とエネルギー身体の建築が人間を構成するのは、設計により、全体の分岐である。構造的に、それが住む宇宙に同形である。ほとんどの人間は、重大な歪みでこの設計を実行する。ラジオが周波数から少しずれて調整されている方法のように、ノイズと断片のみを受信する。統合された存在は、人間が適切な周波数に調整されている。来るものは、存在が生成するものではない。それは何が現実それ自体であるか、受信者が明確にされたために聞かれた。

伝統が受肉を名付けたもの、この意味を正確に運ぶ――比喩ではなく、敬慕ではなく。ロゴスが住居を取った存在は、宇宙原則と特定の人間形態が機能のレベルで区別不可能になった存在である。原則は存在に加えてではない。原則は存在がとして動作するものである。これはヒンドゥー伝統がアバターを認識する理由である――単なる神の使者ではなく、神が局所的に取った形。キリスト教伝統が神化 ――人間が神の本質に参加することを残存なしに――語る理由。スーフィーがバカー・フィ・アッラー ――独立した自己の消滅後の神を通じた存続――について語る理由。これらは調和されるべき競合する神秘的な主張ではない。それらは一つの主張を異なる名前で名付けたものである：人間存在は、それをアニメートするものに対して透明になることができるもの、そしてこの透明性は詩的ではなく本質的である。

これが輪のあらゆる領域について意味することが首尾よくなる。健康はロゴスが身体を通じて表現することである。物質はロゴスが形の管理を通じて表現することである。奉仕はロゴスが仕事と言葉を通じて表現することである。関係はロゴスが存在感の場を通じて表現することである。学習はロゴスが理解の継続的な深化を通じて表現することである。自然はロゴスが生態系への存在の参加を通じて表現することである。遊びはロゴスが宇宙的遊びの喜びを通じて表現することである。輪の中心での臨在は、ロゴスがある人間の注意を通じてそれ自体を知ることである。各柱は別々のプロジェクトではない。各柱は、調和的なミクロコスムが機能するという単一の本質的現実の一つの次元である。輪は実践する規律ではない。それは調和した人間存在であるものの解剖学である。





平凡さの逆説

そしてここで、全体の映像の最も奇妙な特徴が明らかになる。この統合が最も遠い人間は、典型的には全く平凡に見える。写真撮影するオーラはない。超自然的な兆候はない。ローブはない。肩書きはない。統合された存在は木を切り、水を運ぶ。他の人と同じように。彼らは認識された場合、内部の仕事をしただけの者によってのみ――内部の摩擦の不在が実際に何のように見えるかを見るために十分に。他の人全員に、彼らは友好的な近所のおばあちゃん、信頼できる同僚、誰かの祖母、テーブルの静かな人として見える。

この平凡さはカムフラージュではない。それは完全性である。聖性の見せびらかしは、依然進行中の聖性の署名である――その独自のアイデンティティを一緒に保つために見える信号を必要としながら。統合された存在は、統合することを信号で送るべき何も持たない。なぜなら、彼ら内に彼ら自身を統合された存在として識別する自己が何もないからである。認識が必要だったであろう自己は、ほぼ無に静まった。残るのは単に、よく機能する身体、きれいな言葉、残存なしに完了する行為、そして通り抜ける全てが現れた人生の静かなアライメント仕事をする場を持つ、人間の人生を進めている人間である。

禅の公式は正確である。啓蒙の前に、木を切り、水を運ぶ。啓蒙の後、木を切り、水を運ぶ。変わったのは活動ではなく、それを実行する存在である。そして、存在は表示されていない。なぜなら、表示は独立した自己の最後の配置の一つであり、統合された存在では、その独立した自己はすでに、それを通じて動く何かに透明になったからである。これが伝統が、最も深い実践者を村で、平凡な職業で、伝記を生み出さない人生で、隠された聖人で、謙虚な長老で、町の雰囲気を変える庭師で、誰も正確にはどのように知ることなく、一貫して位置付ける理由である。

精神的達成を評価している誰もに対する実践的な結果は深刻である。可視性の市場は、パスの表現的段階のために選び出す。なぜなら、のみ、それらの段階は依然、それら自身を安定させるために、聞き手を必要としているからである。大声の教師、見える導師、大きなプラットフォームと述べられた達成を持つ人――それが彼らの仕事のどのような実質的なメリット、彼らはほぼ確実に、依然、ここで説明される平凡さからある距離を離れています。統合された存在は、構造により、その市場には現れない。彼らは彼らが常にいたところにいる――自宅で、彼ら自身の人生の中で、彼らの人生が取った何であれ特定の形の中でロゴスの受肉である。通常、認識されず、通常、そのままであることに満足している。





仕事が何であるか

近道は存在しない。人はこれになることに決めない。人はロゴスの受肉になることを選ばない。人は輪を歩く――数年間、数十年間、実行できる何であれ忠実に――そして、時間の経過とともに、このいくらかが人が何であるかになる。特定の人間が到達する尺度は、気質の機能である。状況。それらを保持する伝統。伸張を通じて持続する忠実さの深さ。何も起きていないと思われるとき。いくらか他よりも近づく。ほぼ完全な統合は稀であり、近づいた任意の存在は、彼ら が依然到達していないと言う最初である。

しかし、原則は構造的である。それはあらゆる人間存在に利用可能である。ミクロコスム設計はあらゆる人間存在が本質的にあるものだからである。仕事には分離不可能な二つの動きがある。最初は歪めるものをクリアすることである――未処理の感情、統合されない恐怖、設計を曇らせる言葉と行為の微小な漏出がすでに存在する。第二は、臨在自体の培養である――ロゴスが流れる開口部の深化。精を気を通じて神へと精製する道教の伝統が地図を描く深化。さらに遠くに来た存在でさえ終わりなしで続く能力の拡大。設計は本質的にそこにある。何もないから構築されない。しかし、その表現は、霧の後ろで待っている固定量ではない。最も統合された存在でさえ、開口部はより深く開くことができるため、継続して培養する。宇宙は、私たち各々に理想化された最終状態を達成することを求めていない。それは、歩くことが存在になるような忠実さでパスを歩くこと――瞑想が最初に触れた状態が身体、言葉、行為、関係、そして輪のあらゆる柱を通じて外側に拡張され、全体の人生が瞑想を通じて連続的に成為し、そしてそれ以上に深化し続けるまでの長期の忍耐強い仕事をすることを求めている。

これは調和主義が人間形式の最高の可能性として保有するもの。超常的な力ではない。隠された知識ではない。世界からの超越的な逃避ではない。単にこれ：宇宙がである調和が完全な局所的表現に来たモノ、木を切り、水を運ぶ、見る目を持つ誰もなく彼らの隣人と区別不可能、そして、しかし、最も私たちの多くが決して測定できる方法において、触れるあらゆる人生の場を変える、人間存在。ロゴスの受肉は平凡な顔を着けている。それが仕事が何であるかである。それが輪が何であるかである。そして、それに向かって取ることができる次のステップは、それが常にあったと同じように、今日取るステップである――昨日よりも身体への少しより多くの臨在、言葉への少しより多くの真実、行為への少しより少ない摩擦。人生の経過で、これは、ミクロコスムが全体になる方法である。
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